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(MetS)はそれぞれが 2型糖尿病のリスク因子であることが知られているが，脂肪肝と MetS の組み合
わせが 2型糖尿病発症に与える影響は知られていない． 





以上)，高 TG 血症(1.70mmol/L以上)，低 HDLコレステロール血症(男性：1.03mmol/L以下，女性：
1.29mmol/L 以下)，ウエスト周囲径(男性：90cm 以上，女性：80cm 以上)の 3 項目以上で診断した．
脂肪肝の定義は腹部超音波検査の 4項目(肝腎コントラスト上昇，高輝度肝，深部超音波信号の減衰，
肝内脈管不明瞭化)から肝腎コントラスト上昇と高輝度肝を認めるものとした．これらに従い診断し
た MetSと脂肪肝の有無により対象を 4群に分けた．2型糖尿病は HbA1cが 6.5％以上，空腹時血糖
7.0mmol / L以上，又は糖尿病治療の開始と定義した． 





群 1.70(95％CI 1.30-2.20，p<0.001)，MetS(＋)脂肪肝(＋)群 2.33(95％CI 1.85-2.94，p<0.001)であった．
さらにMetS(＋)脂肪肝(－)群と比較した 2型糖尿病発症における調整済みHRはMetS(－)脂肪肝(＋)
群では 1.39(95％CI 1.07-1.80，p=0.012)，MetS(＋)脂肪肝(＋)群 1.38(CI 1.07-1.79，p=0.013)であった．
共変量調整後，MetS(－)脂肪肝(＋)群は Mets(＋)脂肪肝(－)群よりも 2型糖尿病を発症しやすいこと
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